
(1)第57号 能古博物館だより 2008年 (平成20年)11月

1姦 癒懇痕辛

海の磁癒議醸鹸物館

熙

ヽ

響 軍
善諄韓奪☆=1喜|
章| | | | ■■■■ | ■|

翌熙

「海
の
博
物
館
」
に
衣
替
え

人
心

一
新
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト

「発
信
す
る
博
物
館
め
ざ
せ
～
―
‐
。

こ
れ
は
同
じ
博
多
湾
に
あ
る
「海
の
中
道

海
洋
生
態
科
学
館
只
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
海
の

中
道
）
２
尚
田
治
二
館
長
が
朝

日
新
聞
に

寄
稿
し
た
エ
ッ
セ
ー
の
見
出
し
で
す
。

同
館

は
株
式
会
社
で
、

西
鉄
や
九
電
が
資
本
参
加

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
一
見
恵

ま
れ
た
施
設
で
す
ら
経
営
に
必
死
に
な
る
時

代
。

情
報
を
発
信
し
て
知
名
度
を
上
げ
、

来

館
者
増
に
つ
な
げ
よ
う
と
知
恵
を
絞
っ
て
い

ま
す
。

目
を
国
内
各
地
に
転
じ
て
も
、

付
属
レ
ス

ト
ラ
ン
の
ケ
ー
キ
が
旨
い
と
か
、

シ
ョ
ッ
プ
の

グ
ッ
ズ
が
豊
富
だ
と
か
を
含
め
て
、

集
客
装

置
に
あ
ら
ん
限
り
の
努
力
を
傾
け
、

生
き
残

り
を
図

っ
て
い
ま
す
。

旭
川
市
の
旭
山
動
物

園
の
成
功
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
し
ょ
う
。

根
底
に
あ
る
の
は
「楽
し
く
学
べ
る
か
ど
う

か
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

能
古
博
物
館
は
開
館
２０
年
を
迎
え
、
「海

の
博
物
館
」
に
ギ
ア
チ

エ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

亀
門
学
研
究
の
旗
印
を
高
く
掲
げ
な
が
ら
、

江
戸
時
代
の
能
古
島
が
「筑
前
五
ヶ
浦
廻
船
」

の
繁
栄
の
舞
台
で
あ

っ
た
史
実
を
生
か
し
、

博
多
湾
の
歴
史
に
市

民
の
目
線
を
向
け
て

み
ま
し
た
。

理
事
長
兼
館
長

ル
卸
　
わ
踏

ま
た
対
岸
の
百
道
浜
を
望
む
景
観
を
生
か

す
た
め
、

思
い
切
っ
た
改
装
工
事
を
行
い
ま
し

た
。幸

い
に
も
大
型
企
画
５
本
が
日
本
財
団
の

助
成
事
業
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

年
明
け
の
３

月
ま
で
逐
次
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

国
内
の
小
さ
な
民
間
博
物
館
は
お
し
な
ベ

て
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

著
名
な

一
部
の
館
を
除

く
と
入
館
者
は
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

当
館
と
て
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２０
年

の
長
き
に
わ
た
り
長
期
凋
落
傾
向
が
続
き
、

近
年
は
ひ
と
り
の
入
館
者
も
な
い
日
が
あ
り

ま
す
。

と
も
す
る
と
惰
性
に
流
れ
た
過
去
を
払
拭

し
、

人
心
を

一
新
し
て
、

再
出
発
と
取
り
組
む

覚
悟
で
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

原 寛

約
１０
年
間
在
職
し
た
菊
地
幸
子
事
務
局
長

は
「家
庭
の
事
情
」を
理
由
に
４
月
３０
日
付
け
で

退
職
し
ま
し
た
。
５
月
２９
日
開
催
の
定
例
理
事

会
で
原
館
長
が
報
告
し
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

後

任
は
当
分
置
か
ず
、

原
館
長
を
ト
ッ
プ
に
理
事

ら
の
分
掌
で
運
営
に
当
た
り
ま
え

▽
総
括
責
任
者
＝
理
事
長
兼
館
長
・
原
寛

▽
２０
年
事
業
運
営
担
当
＝
常
務
理
事
・西
牟
田

耕
治
▽
総
務
担
当
＝
理
事
・黒
田
康
介
▽
経
理

担
当
＝
理
事
。毛
戸
彰
▽
天
神
分
室
担
当
＝
理

事
・柏
木
重
人
▽
企
画
広
報
担
当
＝
柏
木
竜
一
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本
館
ロ
ビ
ー
に

る,ガ
東野秋夫さん
(額のエンピツが
トレードマーク)

●
ぱ
ヽ

３

.弾癒鱗盤鶴鞭幣弾単中地当々鞭

簿

試乗する地元の子どもたち

東野秋夫さんの代理、子息の貢

さんに花束が贈られた

師

だ

漁

ぃ

の

輸
拒

手

尾

拍

丸

櫓
漕
ぎ
の
木
造
和
船

能
古
島
で
建
造

８
月
２９
日
午
前
Ｈ
時
過
ぎ
、

全
長
４
メ
ー
ト
ル
の
本
造
和

船
が
能
古
島
の
海
に
浮
ん
だ
。

開
館
２０
年
を
迎
え
た
側
亀
陽

文
庫
・能
古
博
物
館
が
、

日
本
財
団
の
助
成
（総
工
費
の
５０
％
）

を
受
け
、
３
ヶ
月
が
か
り
で
製
作
し
た
記
念
事
業
だ
。

さ
っ
そ
く

本
館
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
、

特
別
企
画
展
の
”目
玉
“
に
な
っ

て
い
る
。

博
多
湾
内
で
本
格
的
な
木
造
の
櫓
（ろ
）
漕
ぎ
和
船
が
建

造
さ
れ
た
の
は
数
十
年
ぶ
り
と
い
わ
れ
、
ア」
れ
が
お
そ
ら
く

最
後
の
機
会
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。

作
っ
た
の
は
福
岡
市
城
南
区
茶
山
に
住
む
船
大
工
東
野

秋
夫
さ
ん
。

７５
歳
ｏ

亡
兄
と
共
に
市
内
で
長
く
船
大
工
を
や

っ
て
い
た
が
、

近
年
は
仕
事
が
途
絶
え
て
い
た
。

進
水
式
に
は
福
岡
市
の
荒
瀬
泰
子
早
良
区
長
ら
島
外
の

来
賓
を
は
じ
め
地
元
各
界
代
表
、

能
古
校
区
子
ど
も
会
育
成

会
（中
里
秀

一
会
長
）
の
小
中
学
生
、

能
古
保
育
園
（塩
見
芳

枝
園
長
）
の
園
児
ら
約
８０
人
が
参
列
し
て
、

能
古
漁
港
そ
ば

の
海
岸
で
賑
や
か
に
行
わ
れ
た
。

東
野
さ
ん
は
残
念
な
が
ら

体
調
を
崩
し
て
欠
席
し
た
（後
日
回
復
）。

博
物
館
の
原
寛
・理
事
長
兼
館
長
が
「日
本
財
団
の
助
成

の
お
陰
で
進
水
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

和
船
の
建
造

技
術
を
伝
え
、

子
ど
も
た
ち
に
櫓
漕
ぎ
を
体
験
さ
せ
た
い
」

と
挨
拶
。

島
民
の
投
票
を
も
と
に
決
め
た
船
名
「新
生
虎
幸

丸
」
が
披
露
さ
れ
た
。

満
潮
時
に
汲
ん
だ
海
水
を
使
っ
た
「汐
払
い
」
の
儀
式
、

原

館
長
に
よ
る
「御
神
入
れ
」
な
ど
伝
統
の
行
事
の
後
、

紅
白
の

餅
ま
き
を
行
い
、

人
々
の
拍
手
の
う
ち
に
無
事
進
水
し
た
。

朝
方
の
雨
天
も
お
さ
ま
り
、

折
り
良
く
風
も
弱
く
な
っ
た
。

中
学
生
３
人
を
乗
せ
た
新
生

虎

幸

丸

は
、

地
元

の
漁
師

丸
尾
淳
さ
ん
（
５４
歳
）
の
櫓
で

ゆ
ら
ゆ
ら
と
前
進
し
た
。

「能
古
島
が
最
も
輝
い
た
時
代
」
＝
高
田
茂
広
著
「筑
前
五

ヶ
浦
廻
船
」
か
ら
＝
と
い
わ
れ
る
筑
前
五
ヶ
浦
廻
船
の
歴
史

に
名
を
残
す
千
七
百
石
の
大
型
帆
船
。

江
戸
時
代
末
期
に
活

躍
し
た
。

当
時
、

開
国
を
迫
る
米
国
艦
隊
の
圧
力
が
強
ま
り
、

幕
府
は
国
内
の
千
石
船
級
の
大
型
船
の
中
か
ら
能
古
島
の

「虎
幸
丸
」
、
「虎
吉
丸
」
な
ど
６
隻
を
選
抜
し
て
、

物
資
輸
送

に
当
た
ら
せ
た
。
テ」
の
と
き
の
功
績
で
幕
府
は
両
船
に
浦
賀

水
道
の
優
先
航
行
権
を
与
え
た
。

地
元
能
古
中
学
の
校
歌
は

「虎
幸
丸
」
の
名
を
歌
詞
に
挿
入
し
て
、

先
祖
の
偉
業
を
称
え

て
い
る
。

い
わ
ば
島
民
の
誇
り
の
象
徴
で
あ
る
。

紅自の餅まきに歓声が上がった

「汐払い」の儀式を行う原館長
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建
造
に
は
約
３
ヶ
月
問
を
要
し
た
。

起
１１
式
は
６
月
４

日
、

作
業
場
と
し
て
福
岡
市
か
ら
借
り
受
け
た
―――
能
古
公

民
館
で
行
わ
れ
た
。

地
元
自
治
会
、

漁
協
、

農
協
、

公
民
館
、

郵
便
局
の
代
表
者
、

向
髪
神
社
の
氏
子
総
代
ら
が
参
列
。

近
く
の
能
古
保
育
凶
の
同
児
１８
人
が
「能
古
保
市
囲
の
歌
」

と
「海
の
歌
」
を
歌
っ
て
束
野
さ
ん
を
激
励
し
た
。

東
野
さ
ん
は
高
式
に
従
っ
て
工
共
を
振
い
、
「ち
ょ
う
な

初
め
」
の
儀
式
を
行
っ
た
。

ｒ
‐！７

作
よく

今
夏
の
異
常
な
猛
署
の
な
か
、

東
野
さ
ん
は
汗
ま
み
れ
に

な
っ
て
建
造
に
取
り
納
ん
だ
。

簡
単
な
設
計
田
は
描
い
た
も

の
の
、

経
験
を
生
か
し
た
設
計
田
抜
き
の
作
業
が
随
所
に
見

ら
れ
た
。

工
程
の
後
半
は
漁
協
の
作
業
小
屋
に
移
し
て
行
わ

れ
た
。

か
つ
て
島
に
は
木
造
漁
船
を
建
造
す
る
小
型
造
船
所
が
数

力
所
あ
っ
た
。

島
の
「公
民
館
だ
よ
り
」
で
和
船
建
造
を
知
っ
た

古
を
た
ち
は
、

思
い
思
い
に
集
っ
て
は
束
野
さ
ん
を
励
ま
し
た
。

材
料
の
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、

カ
シ
材
は
全
て
田
内
産
。

東
野
さ
ん

も
驚
く
高
品
質
だ
っ
た
。
「
こ
り
ゃ
、

よ
か
材
料
バ
イ
」
。

東
野

さ
ん
は
向
慢
げ
に
話
し
た
。

―鰭
“

連日35度 以上の猛署が続いた

起工式は神式で行われた

踊 りながら歌う園児たち

古式に従った東野秋夫さんの「ちような初め」

舶先のカーブを肖」る島の人たちが手伝った

黒光 りする工具類
―心不乱国産の良材を特別に注文した



能古博物館だより 2008年 (平成20年)11月(4)

特
別
企
画
展
開
催
中

′

テ
ー
マ
は
『博
多
湾
の
歴
史
』

新
た
に
「海
の
博
物
館
」
に
変
身
し
た
能
古
博
物
館
で
は
、

開
館
２０
年
記
念
特
別
企
画
展
・能
古
島
発
「蒙
古
襲
来
か
ら

サ
ザ
エ
さ
ん
ま
で
」を
開
催
中
で
す
。

Ａ
主
な
内
容
Ｖ
　
①
蒙
古
襲
来
　
②
金
印
鑑
定

③
筑
前
五
ヶ
浦
廻
船
　
④
能
古
島
を
中
心
に
し
た
博
多

湾
地
図
　
⑤
サ
ザ
エ
さ
ん
誕
生
　
⑥
海
外
引
き
揚
げ
の

記
憶
②
史
上
初
、

ヨ
ッ
ト
で
大
平
洋
単
独
往
復

愛称 は「海が見える丘博物館」
改修工事に伴い、博多湾物語をイメージした「海の部屋」
が誕生しました。目の前の海を眺めながら椅子に座って
おしゃべりする空間です。ご利用下さい。

で
６

一熙叫
一
響
一
が旧西鉄ヨット部の名艇

『シーホ ース」級

■サザエさん誕生′ ① ②これまで西日本新聞社の資料部門に眠っていた
貴重な写真が今回の特別展開催を機会に公開されました。1946年 (昭和21)
ごるの長谷川町子さんがお馴染みの「サザエさん」を描いているとこる。若き日
の長谷川さんの生き生きとした表情に、マンガの二人公サザエさんを重ね合
わせたくなります。

■ヨットの牛島竜介さん ③ 太平洋単独往復の航海日誌を初公開しました。
(牛島竜介さん提供)④使用艇「サナトス号」の模型を製作展示しました。

■国内最大の引揚げ港・博多 ⑤ 来館者の多くは「31揚げ」の史実に驚いて
います。⑥引揚げ漫画家の会の協力で「海外引揚げ」を分かりやすく展示しま
した。

西
日
本
鉄
道
ヨ
ッ
ト
部
の
発
注

で
、
１
９
６
１
年
（昭
和
３６
と
」
ろ
岡

本
造
船
所
（神
奈
川
県
）で
完
成
し
た

「シ
ー
ホ
ー
ス
」
級
の
小
型
艇
。

ニ
ス

塗
り
の
上
品
な
木
造
艇
は
ヨ
ッ
ト
マ
ン

の
垂
涎
の
的
だ
っ
た
。

工
費
は
約
３０

万
円
（当
時
の
大
学
卒
初
任
給
の
平

均
は
約
１
万
円
）。

博
多
湾
に
初
め
て
お
目
見
え
し

た
「シ
ー
ホ
ー
ス
」と
し
て
普
及
を
期

待
さ
れ
た
が
、

結
局
こ
の
１
艇
だ
け

に
終
わ
っ
た
。

西
鉄
ヨ
ッ
ト
部
は
解

散
し
て
今
は
な
い
。

◇
日
本
財
団
の
助
成
で
大
型
企
画
５
本
を
展
開
◇

０

小
冊
子
（Ａ
５
版
カ
ラ
１
２２
Ｐ
）

・能
古
島
発
‥
「博
多
湾
物
語
」の
発
行

０

全
長
４
メ
ー
ト
ル
の
木
造
租
船
の
建
造
、展

示

に

外
洋
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
五
ヶ
浦
廻
船
ク
ル
ー
ズ
の
実
施

例

大
型
ジ
オ
ラ
マ
「能
古
島
を
中
心
に
し
た
博
多
湾
」の

製
作
、展

示

働

樋
日
恵
子
講
演
会
の
開
催
（早
良
区
と
共
催
）

日 瓜 財 団
Tho Nlppon Foundation

日本財団の助成金を受けて

五つの事業に取り組んでいま

坑 すでに木造和船の建造を

終えました。小冊子は初版 3

千部に続き改訂版7千 部を発

行しました。10月12日に五ヶ浦

廻船クルージングを実施しま

した。12月末に大型ジオラマの

完成が見込まれ、年を越して

3月 14日 には社会評論家の

樋口恵子さんを招いて講演会
「サザエさんからいじわるば

あさんへ」～長寿社会 と女

性たち～ (福岡市早良区。も

もちパレス)を開きま坑

じ
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五 ヶ浦 廻 船 クル ーズ
解 爽 館懸 鹸れ小 庫 調ット八申パ中で開催  ギ 翁揮揮滋 田

類 拳

癖 ― ―

●江戸時代に廻船でにぎわった海域をクルーズの終わって記
念撮影。「また来年お会いしましょう」0西 日本新聞の記者が
同乗取材0北 京五輪49er級日本代表の石橋顕選手(左端)
がセーリングの魅力を語った0クルーの素早いウインチワーク
に驚嘆0親 子ともヨットは初体験。最初は少し緊張していた。

宰岳電Eとま 11ぽ

IⅢI縁 1報
☆

鶴

み

品

□官 酌言5々にあ光天"が
ど右"タロェ“βユFをぁ

金印鑑定

浜

漫
画
家
の
森
田
拳
次
さ
ん

が
特
別
企
画
展
の
た
め
に

描
（か
）
き
下
ろ
し
た
イ
ラ

ス
ト
６
点
を
「海
の
部
屋
」

に
展
示
し
ま
し
た
。

森
田
調

の
明
る
い
タ
ッ
チ
で
捕
い

た
『
博
多
湾
物
語
』
。

子
ど

不
二
夫
さ
ん
、

ち
ば
て
つ

や

さ

ん

ら

と

「
中

国

引
揚
げ
漫
画
家
の
会
」

を
結
成
。
２
０
０
２
年

（平
成
１４
）
同
じ
体
験
を

持
つ
漫
画
家
１３
人
の
作

品
を
集
め
、

大
型
面
集

t く

も

ｍ和競期御輸的
「抗々の郭暫餐」理型ち揚回巾訪

親
し
ん
で
も
ら
う
の
が
狙

い
で
す
。

森
田
さ
ん
は
１
９
３
９

年
（昭
和
１４
）東
京
生
ま
れ
。

ギ
ャ
グ
漫
画
「丸
出
だ
め
夫
」

な
ど
で
知
ら
れ
ま
す
。

赤
塚

憶
』
を
出
版
し
ま
し
た
。

本
館
で
は
こ
の
う
ち

１１
点

を
別
館

２
階

の

「
海

外

引

揚

げ

コ
ー

ナ
ー
」
に
展
示
し
て
い

ま
す
。

げ
　

亀

サザエさん誕生

陥棚繰般■

海外引き揚げの記憶

蒙古妻来

筑前五ヶ浦廻船森田挙次さんの描き下るし6点を展示史上初、ヨットで太平洋単独往復
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十銘
験破
が
摩
一↑藤
一譲
一練
義
■

……‐！
……
≡
一一一≡
≡
渋
一ユ
押
縮
ｆ

髄
稲
ナてぁ難
あ襲
耐が輸
楢

吐脱品」序応森一一印二締飛稗一諄ｔｒも押対も駒淑が醍

噛黎

巽

房鵜
い瀞湖胸翻掛玲彊

嗣琳加練ず晩推輪唱強だ一晩弛駒中。酌昨輸約力ヽ絶

鮨瑚ル旋ω瀞ぱ劇郷揮げ賊輔戴御がみ綾詢湖

謳諮
褻
蛙
橘
鞠
岬
。吻

め邪ヽ輝
抱

最近の金印事情もまじえて見てみよう。

轟
寵
韻
醒
轟
欝
ン
轟

最
近
、

信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
出
来
事
が
金
印
を

巡
っ
て
起
き
た
。

そ
の
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。

”
最
近
“
と
書
い
た
が
平
成
元
年

（
１
９
８
９
）
の

こ
と
で
あ
る
。

２０
年
前
の
こ
と
だ
が
、

金
即
２
０
０

０
年
の
歴
史
か
ら
み
る
と
、

モ
ノ
の
数
で
は
な
い
。

岡
年
３
月
か
ら
半
年
間
、

福
岡
市
の
シ
ー
サ
イ
ド

も
も
ち
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、

期

間
中
の
入
場
者
が
海
外
か
ら
も
含
む
８
２
３
万
人

と
い
う
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

こ
の
博
覧
会
の
目
玉
は
、

や
は
り
志
賀
島
の
金
印

で
あ
っ
た
。
「
古
代
か
ら
２
０
０
０
年
に
及
ぶ
海
外

上が志賀島の金印、下が「虜陵王璽」E日。兄

弟印である。平成元年、福岡市で2000年 ぶ

りの再会を果たした。

劇
軸
鞭
聯
鞠

　

　

藁

巌
説
湖

た
「島
囲

】翼
罫
」
印
（金
印
）
Ｈ
写
真
＝
で
、

中
国
の
文

献
に
よ
る
と
西
暦
５８
年
、

廣
陵
王
に
下
賜
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
ア」
の
年
は
志
賀
島
の
金
印
が
奴
国
王
に

下
賜
さ
れ
た
翌
年
に
当
た
る
。
と
い
う
こ
と
は
両
者

は
兄
弟
即
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
に
洛
陽
の
工
房
で

作
ら
れ
た
は
ず
だ
。

両
者
を
つ
く
づ
く
見
比
べ
て
み
る
と
、

規
格
、

字

体
（即
面
）
、

デ
ザ
イ
ン
と
何
か
ら
何
ま
で
そ
っ
く
り

で
あ
っ
た
。

実
に

”
兄
弟
“
の
２
０
０
０
年
ぶ
り
の

再
会
な
の
で
あ
っ
た
。
ア」
の
こ
と
自
体
、

ひ
と
つ
の
奇

跡
な
の
だ
が
、

そ
れ
を
上
回
る
ミ
ス
テ
リ
ー
な
出
来

事
が
、

あ
る
晩
、

起
き
た
。

博
覧
会
の
オ
ー
プ
ン
を
目
前
に
し
て
名
古
屋
市

博
物
館
の
学
芸
員
、

Ｋ
氏
が
福
岡
市
を
訪
れ
た
。

同

博
物
館
で
は
福
岡
の
博
覧
会
が
終
わ
っ
た
後
、

南
京

博
物
院
展
を
開
催
す
る
た
め
、

そ
の
準
備
に
「慶
陵

ド
カ
メ
ラ
で
１
枚
撮
っ
た
。

そ
の
時
で
あ
る
。

両
者
を

つ
な
ぐ
リ
ン
ク
状
の
発
光
現
象
が
起
こ
っ
た
。

光
は

緑
色
を
帯
び
て
、

オ
ー
ロ
ラ
の
よ
う
な
印
象
だ
っ
た

と
い
う
。

カ
メ
ラ
マ
ン
は
あ
わ
て
て
「ポ
ラ
の
調
子

が
悪
い
の
か
」
と
、
２
枚
目
を
撮
っ
た
が
発
光
現
象
は

２
度
と
起
き
な
か
っ
た
。

Ｋ
氏
は
驚
い
て
早
速
、

福
岡
市
教
育
委
員
会
の
塩

屋
勝
利
氏
（当
時
）
に
報
告
。

塩
屋
氏
も
驚
い
て
Ｋ
氏

と
も
ど
も
タ
ク
シ
ー
を
飛
ば
し
て
九
州
大
学
の
恩
師
、

岡
崎
敬
教
授

（故
人
）
の
自
宅
に
向
い
、

報
告
し
た
。

岡
崎
教
授
は
金
印
研
究
に
心
血
を
注
い
で
来
た
学
者

だ
け
に
、

そ
の
話
を
聞
い
て
病
床
で
涙
し
た
と
い
う
。

さ
て
、
ア」
ん
な
不
思
議
な
こ
と
が
現
実
に
起
き
る

の
だ
ろ
う
か
。

塩
屋
氏
は
い
う
。
「う
―
ん
、

私
は
現

場
に
い
な
か
っ
た
が
、

件
の
ポ
ラ
写
真
を
見
て
発
光

現
象
を
確
認
し
た
」
。

氏
の
解
説
が
面
白
い
。

中
国
の

古
代
思
想
に
四
獣
が
四
方
位
を
守
る
、
と
い
う
の
が

あ
る
。

奈
良
県
明
日
香
村
の
高
松
塚
古
墳
の
発
見
で

有
名
に
な
っ
た
が
、

北
を
玄
武
、

南
を
朱
雀
、

東
を
青
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玄武(げんぶ)。中国の五行思想による水神で、
蛇と亀が合体している。8世紀、薬師寺(国宝)。

王 て は れ ッ 賀 す ん 蛇 の と虎

璽
」
印
の
そ
れ
は
亀
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

両
者
の
再
会

で
（そ
れ
も
２
０
０
０
年
ぶ
り
の
）
玄
と
武
が
熱
く

感
応
し
た
の
だ
―
―
と
。

塩
屋
氏
の
説
明
に
は
筆
者

が
「う
―
ん
」
と
感
応
し
た
。

そ
こ
で
今
回
、

筆
者
は
Ｋ
氏
に
電
話
で
連
絡
を
と

り
、

そ
の
写
真
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。

筆
者
に
は
ｌ
ヶ
月
後
、

金
印
の
講
演
会
が
あ
り
、

私

個
人
は
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
人
た
ち
に
そ
の
写
真
を

紹
介
し
た
か
っ
た
の
だ
。
と
こ
ろ
が
Ｋ
氏
の
回
答
は

意
外
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「た
し
か
に
私
の
手
も
と
に
は
そ
の
写
真
が
あ
り

ま
す
。

個
人
的
に
見
せ
る
の
は
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

一

般
に
公
開
す
る
と
な
る
と
、

私
も
行
政
職
の
一
員
で

す
か
ら
、

説
明
の
つ
か
な
い
超
常
現
象
を
私
か
ら
提

供
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
」
。

な
る
ほ
ど
、

一
理

あ
る
話
で
あ
る
。

か
く
て
今
回
は
私
に
と
っ
て

”
幻

の
写
真
“
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、

Ｋ
氏
の
話
か
ら
も

金
印
の
発
光
現
象
が
確
か
め
ら
れ
た
。

世
の
中
に
は

謂
範
鶏
控
凝
習
ン

不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

ン金
印
が
出
上
し
た
志
賀
島
で
は
今
、
”島
お
こ
し
“

に
金
印
の
話
を
活
か
そ
う
と
新
た
な
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
。

中
心
に
な
る
の
は
志
賀
島
歴
史
研
究
会

（折
居
正
勝
会
長
）
で
あ
る
。

折
居
会
長
は
永
年
、

地

元
の
郵
便
局
に
勤
め
る
か
た
わ
ら
志
賀
島
の
歴
史

研
究
に
努
め
、

定
年
後
、

活
動
を
本
格
化
。

昨
年
Ｈ

月
、

第
１
回
ど
心
賀
島
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝
『金
印
、

漢
委
奴
国
王
の
真
実
に
追
る
』
＝
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、

参
加
者
が
予
想
を
大
幅
に
上
回
る
約
４
０
０
人

を
超
え
、

主
催
者
側
を
驚
か
せ
た
。

中
で
も
関
東
、

関

西
か
ら
の
参
加
者
が
１
０
０
人
を
数
え
、

金
印
の
幅

広
い
フ
ァ
ン
の
存
在
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

‰

歌

』罰

製

陸

期

ル
開

″
舟
駆

と
一
部
の
冷
や
や
か
な
観
測
を
は
ね
返
し
て
参
加
者

講
堂
。

島
に
は
１
０
０
人
を
超
す
収
容
可
能
な
公
的

施
設
が
な
い
。

そ
こ
へ
終
日
、

長
野
県
の
テ
レ
ビ
信
州

か
ら
来
た
取
材
ス
タ
ッ
フ
が
張
り
つ
い
た
。

聞
け
ば
、

轍
欝

難

篠

謂

鵜

鋪

戦

勤
昨
謗

シ
ン
ポ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
海
人
「安
曇
族
」
は
志
賀
海

神
社
の
源
流
で
あ
り
、

穂
高
神
社
の
祭
神
は
志
賀
海

神
社
の
系
統
な
の
で
あ
る
。

今
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
で
も
、

全
国
各
地
に

「
シ
カ
」
、
「
ア
ズ
ミ
」
の
縁
の
あ
る
地
名
は
実
に
３３
カ

所
に
及
ぶ
と
い
う
。

古
代
史
の
奥
行
き
は
ま
こ
と
に

深
い
。

Ａ
筆
者
略
歴
Ｖ
　
お
か
も
と
。
け
ん
み
　
早
稲
田
大
学
第

一

文
学
部
卒
。
１
９
７
０
年

（
昭
和
４５
）
毎
日
新
聞
社
入
社
（
社

会
部
記
者
）
、
１
９
８
４
年
（昭
和
５９
）
退
社
。

さ
わ
ら
び
社
代

表
と
し
て
、

編
集
、

出
版
、

執
筆
活
動
に
従
事
。

既
刊
に
郷
土

歴
史
シ
リ
ー
ズ
ゴ
心
賀
島
の
金
印
』
、

Ｐ
万
冠
』
、
『
大
学
府
』
な

ど
８
点
が
あ
る
。

福
岡
市
在
住
。

政
関
係
者
。

今
年
は
地
元
の

輸

漁
協
、

農
協
、

商
二
会
、

自

治
会
、

学
校
関
係
―
―
と
幅

広
い
参
加
が
あ
り
、

港
で
は

満
開
の
コ
ス
モ
ス
園
を
背
景

に
テ
ン
ト
が
並
び
立
ち
、

中

で
は
サ
ザ
エ
の
壷
焼
き
、

サ

ワ
ラ
弁
当
な
ど
特
産
物
の

販
売
で
賑
わ
っ
た
。

シ
ン
ポ
会
場
は

”
借
用

し
た
“
志
賀
島
小
学
校
の

1 0月 18日、志賀島の歴史シンポジウムでは島あ

げての歓迎行事。ま吠 志賀島小の児童による笛

や太鼓の演奏に続き、島民による盆踊りの披露。
いずれも志賀海神社の神事に関わり、千年の古

風を留める。
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宮
崎
　
正
直

岡
部
九
州
生

立
石
　
　
一承

杜
　
あ
と
む

晃
地
　
一二
郎

平
川
　
良
輔

藤
瀬
三
枝
子

三
首
　
　
進

西
山
　
紀
子

瀬
野
　
雄
市

木
皿
　
敦
代

岩
本
　
博
秀

度
の
会
会
員
霰
称
時
順
不
□

松
熊
　
友
彦

　

一坊
寺
　
将

衛
藤
　
博
史

　

吉
安
　
蓉
子

江
崎
小
二
郎

　

石
橋
　
清
助

水
田
　
和
夫

　

一巾
丸

童
二
郎

森
回
　
智
子

　

上
田
　
　
博

簑
原
　
　
聡

　

金
子
　
柳
水

］序
　
　
洋
子
　

小
谷
　
修

一

石
橋
　
善
弘

　

杉
原
　
正
毅

小
川
　
道
博

　

水ヽ
岡
喜
代
太

長
尾
　
　
動
小
　

野
崎
　
逸
郎

高
根
　
　
一異
　

林
　
十
九
楼

安
保
　
博
史

　
単剛
田
敏
也
子

三
宅
　
強
石
子

村
上
　
　
牧

松
井
　
俊
規

小
山
　
占晶
夫

池
田
　
修
三

吉
瀬
　
お不
雄

田
里
　
朝
男

山
田
　
博
子

古
川
　
映
子

甲
本
　
達
也

真
理

↑
ゼルウド

鰻
入
騒
簑
会
員
俄
称
時
順
不
国

永
野
　
　
曲豆
　

村
崎
　
　
律

藤
井
　
鉄
夫

　

安
藤
　
文
英

松
本
美
津
子

　

江
頭
　
啓
介

大
石
恭
仁
子

　

原
　
敬
二
郎

児
玉
　
玲
子

　

久
保
　
千
春

原
　
　
靖
子

　

一戸
井
　
雅
貴

黒
田
　
明
子

　

寺
坂
　
憎
治

今
村
　
さ
ち

　

上
野
　
道
雄

西
牟
田
奈
々

　

仁
保
　
一暑
之

翠
川
　
文
子

　

明
石
　
散
人

石
野
智
恵
子
　

亀
井
　
准
輔

滋
入
脇
費
会
員
霰
称
時
順
不
□

（医
）
度
徳
会
　
岡
部
病
院

（医
）
江
頭
会
　
さ
く
ら
病
院

（医
）
笠
松
会
　
有
青
病
院

（医
）
恵
光
会
　
原
病
院

（医
）
原
土
井
病
院

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
な
ご
み
の
里

（戻
じ
大
乗
会
　
福
岡
り
八
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院

浄
土
真
京
本
願
寺
派
浄
満
寺

ギ
ｒ
フ
リ
ー
倉
（大
阪
）

学
校
法
人
　
原
学
園

（株
）
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

（株
）
サ
ン
コ
ー

（株
）
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

羅
じ
Ｃ
Ｄ
Ｓ

（株
）
福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ー
ス

（株
）
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
青
葉

（有
）
ト
ー
タ
ル
・サ
ポ
ー
ト
・コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
（株
）

（株
）
彩
苑

（有
）
夕
カ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

（株
首
豆
友
技
建
工
業

福
岡
住
宅
流
通
サ
ー
ビ
ス
（有
）

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
土
井
支
店

少し急な勾配の
一般道(草通行可)  |ド

与退!罷ン畿
海の見える丘 博物館

自動畿誠寒坤観8麗

協
賛
会
員
・友
の
会
員
の

御
案
内

―
協
賛
会
員
会
費

個
人
１
日
　
１
０
，
０
０
０
円
（何
国
で
も
可
）

法
人
―
日
　
３
０
，
０
０
０
円
（何
□
で
も
可
）

友
の
会
員
会
費

―
日
　
３
，
０
０
０
円
（何
日
で
も
可
）

納
入
方
法
＝

郵
便
振
替
０
１
７
３
０
１９
１６
０
９
７
０

財
団
法
人
　
能
古
博
物
館

尚
、

振
込
み
料
は
当
館
に
て
負
担
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

受
付
け
次
第
、△

蚕
員
証
と
コ
ー
ヒ
ー
チ
ケ
ッ

ト
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

２
会
費
有
効
期
限
は
１
年
と
致
し
ま
す
。

３
入
館
時
に
会
員
証
（御
同
伴
―
名
ま
で
有
効
）

を
受
付
に
御
提
示
下
さ
い
。

御
入
館
は
随
意

で
回
数
制
限
は
な
く
無
料
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
チ
ケ
ッ
ト
で
挽
き
た
て
の
香
り

豊
か
な
コ
ー
ヒ
ー
を
サ
ー
ビ
ス
致
し
ま
す
。

４
「能
古
博
物
館
だ
よ
り
」
を
年
数
回
郵
送
敦

し
ま
す
。

ま
た
会
員
の
皆
様
の
御
寄
稿
、御

意

見
は
同
紙
に
掲
載
致
し
ま
す
。

但
し
諸
事
情

で
掲
載
を
見
送
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

予

め
御
了
承
下
さ
い
。

５
館
が
企
画
す
る
催
物
の
御
案
内
と
参
加
費

の
割
引
を
致
し
ま
す
。

（財
）亀
陽
文
庫

能
古
博
物
館

理
事
長
兼
館
長

　

一原

　
　
　

一見

アクセス ーーー'一一―

西鉄バス

」R博多駅 博多口正面Aのりば
300、301、302番 能古〕章n合場そ子i者950分

天神 三越前lAの りば
300、301、302番 能古)受朋J場そ子i杵匂30分

市営地下鉄:「姪浜観」下車乗り継ぎ

西鉄バス蛭浜駅 南回
98番 能古渡船場行i約15分

タクシーi約10分

開 館 日/毎 週 金曜 土曜 日曜と祝国
米団体にてご入館の場合は曜日にかかわらずご相談くたさい
X年 末年始の休鎌はお問合せくたさい

||1土ギ撃:置景]言言ヨ
では |‐:

散策路 ■■r'

市富渡船(フェリー
)

姪浜一能古島間1約10分

離古島渡船場より博物館まで

徒歩 5～ 10分 (2ル
ートあり)

バス 小中学校前まで約5分 徒歩で約2分

間含せ

姪浜旅害待合所TEL 092-881-8709

能古旅客待台所TEL 092-881-0900

開館時間/930～ 17:00(入館1630ま で)
冬季(12月～2月末)は1000～1600

入 館 料/大 人400円 高校生以下無料

金かΨギーゾ呼単丁1理ン1器i畿仇
1渡船場

ン ン 競
題

《趨観韓
報

〒8190012 福 岡市西区能古522-2 TEL 092-383‐ 2887 FAX 092‐ 383‐2881
http://nokOnoshima‐ museum orjp E― ma linfo@nokonoshima中 museum orゴ p

主な道路
麓 高 占 バス通り
・―――・散策路

お勧めコース

(徒歩約 10分 )
… … 中 健lll向きヨース

(徒歩約5分)

す。特 名所旧跡
簸  ヽお 食事、主要施設など

甲 博物館案内板

? バス停

6 15 45

０

一
〇

。
一∞

印刷 大 成印刷株式会社


